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日
本
銀
行
は
、
一
八
九
三
年
に
小
樽
支
店

の
前
身
で
あ
る
「
小
樽
派
出
所
」
を
設
置
し
、

一
八
九
七
年
に
「
小
樽
出
張
所
」
へ
昇
格
さ
せ

ま
し
た
。
同
年
日
本
は
、金
本
位
制
度
へ
移
行
し
、

金
準
備
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
日
本
銀
行
は
、
一
九
〇
〇
年
に
小
樽
出

張
所
内
に
砂
金
分
析
室
を
設
置
し
、
道
内
産
の

砂
金
買
い
入
れ
を
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
、
金

融
資
料
館
の
歴
史
展
示
ゾ
ー
ン
で
は
、
当
時
の

砂
金
買
い
入
れ
の
際
に
使
用
し
て
い
た
砂
金
計

量
器
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
小
樽
は
国
際
貿
易
港
へ
の
指
定
（
一
八
九
九

年
）
や
鉄
道
の
発
達
に
伴
う
商
圏
の
拡
大
な

ど
に
よ
り
、
貿
易
港
と
し
て
発
展
を
続
け
、

一
九
〇
〇
年
代
に
入
る
と
そ
れ
ま
で
北
海
道
商

業
の
中
心
地
で
あ
っ
た
函
館
を
凌
ぐ
ほ
ど
に
な

り
ま
し
た
。

　
小
樽
が
発
展
を
つ
づ
け
る
中
で
、
一
九
〇
六

年
に
日
本
銀
行
小
樽
出
張
所
は
、「
小
樽
支
店
」

と
な
り
ま
し
た
。
日
本
銀
行
は
小
樽
の
発
展
を

金
融
面
で
支
え
、
そ
う
し
た
中
で
、
一
九
一
二

年
に
辰
野
金
吾
ら
の
手
に
よ
る
建
物
が
建
て
ら

れ
た
の
で
す
。

　
銀
行
が
増
え
手
形
流
通
も
増
加
し
た
た
め
、

そ
の
取
引
の
円
滑
と
安
全
の
た
め
に
一
九
一
三

年
に
は
手
形
交
換
所
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

現在も近代銀行建築が立ち並ぶ色内町の十字路

　
「
小
樽
」
と
聞
い
て
何
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま

す
か
？　

運
河
や
ガ
ラ
ス
な
ど
で
有
名
な
小

樽
で
す
が
、
近
代
銀
行
建
築
が
数
多
く
残
る

「
銀
行
の
街
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
建
築
家
辰

野
金
吾
ら
に
よ
り
手
掛
け
ら
れ
一
九
一
二
年

（
明
治
四
五
年
）
に
竣
工
し
た
日
本
銀
行
旧
小

樽
支
店
の
建
物
は
、
歴
史
的
な
銀
行
建
築
の

一
つ
で
す
（
小
樽
市
指
定
有
形
文
化
財
）。
現

在
は
金
融
資
料
館
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
、

観
光
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
今
回
は
同

館
の
魅
力
を
、
そ
の
歴
史
に
関
す
る
展
示
か

ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
樽
の
発
展
と

日
本
銀
行
小
樽
支
店
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第
一
次
世
界
大
戦
期
、
各
地
の
貿
易
業
者
が
小

樽
に
進
出
す
る
な
ど
し
た
た
め
、
会
社
数
が
急
増

し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
資
金
需
要
も
増
加
し
、
多

く
の
有
力
銀
行
が
小
樽
に
支
店
を
持
つ
よ
う
に

な
り
、
小
樽
の
金
融
界
は
活
況
を
呈
し
ま
し
た
。

一
九
二
二
年
に
小
樽
の
銀
行
数
は
二
〇
行
を
数
え
、

小
樽
は
北
海
道
に
お
け
る
金
融
の
中
枢
と
な
り
ま

す
。
小
樽
と
他
の
地
域
の
資
金
決
済
が
盛
ん
に
な

り
、
日
本
銀
行
小
樽
支
店
は
そ
れ
を
支
え
ま
し
た
。

　
明
治
・
大
正
期
に
小
樽
の
小
学
校
の
校
長
で
あ
っ

た
稲
垣
益
穂
の
日
記
（『
稲
垣
日
誌
』
小
樽
市
総
合

博
物
館
所
蔵
）
（
注
１
）
に
は
、
日
本
銀
行
小
樽
支

　
日
記
が
描
写
し
て
い
る
日
本
銀
行
小
樽
支
店

の
建
物
は
、
現
在
も
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち

で
残
さ
れ
て
お
り
、
金
融
資
料
館
と
し
て
内
部

を
見
学
で
き
ま
す
。

　
金
融
資
料
館
は
日
本
銀
行
の
業
務
を
紹
介
す

る
業
務
展
示
ゾ
ー
ン
と
日
本
銀
行
や
旧
小
樽
支

店
の
歴
史
を
紹
介
す
る
歴
史
展
示
ゾ
ー
ン
か
ら

な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
歴
史
展
示
ゾ
ー
ン
は
、

初
期
の
国
産
鉄
骨
（
八
幡
製
鉄
所
製
）
を
使
用

し
た
屋
根
に
支
え
ら
れ
実
現
し
た
、
柱
の
無
い

店
や
銀
行
の
街
小
樽
が
造
ら
れ
て
い
く
様
子
が

克
明
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
稲
垣
益
穂
は
竣
工
一
年
前
の
一
九
一
一
年
六

月
に
、
建
築
中
の
日
本
銀
行
小
樽
支
店
の
見
学

に
訪
れ
、
そ
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

ま
す
。

「
…
午
後
日
本
銀
行
の
佐
久
間
長
次
郎
か
ら
電

話
で
見
に
来
い
と
い
っ
て
来
た
。
…
諸
氏
と
同

行
し
て
見
物
に
出
か
け
た
。
ま
だ
落
成
は
し
て

を
ら
ぬ
が
な
か
な
か
宏
壮
な
建
築
で
あ
る
。
着

手
は
二
三
年
前
か
ら
で
あ
っ
た
ろ
う
。
…
先
つ

第
一
に
金
庫
の
大
な
る
に
驚
い
た
。
…
玄
関
か

ら
這
入
っ
た
處
は
広
い
用
を
弁
ず
る
處
で
、
其

周
囲
は
美
し
い
大
理
石
で
あ
る
。
装
飾
ま
で
出

来
上
っ
た
ら
立
派
な
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

建
築
費
は
四
十
万
円
と
い
う
か
ら
、
小
樽
で
第

一
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
恐
ら
く
は
北
海
道

第
一
で
あ
ろ
う
。」（
一
九
一
一
年
六
月
二
二
日
）

　
当
時
、
小
樽
は
北
海
道
の
海
の
玄
関
口
と
し

て
発
展
し
つ
つ
あ
り
、
日
本
銀
行
は
、
小
樽
支

店
の
店
舗
を
新
築
す
る
に
あ
た
り
、
大
阪
支
店

に
次
ぐ
建
築
費
を
か
け
、
大
正
期
の
近
代
建
築

の
先
駆
け
と
な
る
技
術
を
用
い
て
い
ま
す
。
明

治
か
ら
大
正
へ
の
近
代
建
築
技
術
の
推
移
を
示

す
貴
重
な
建
物
で
す
。

色内町十字街　1924 年頃の様子。工事中の第一銀行の様子が
見て取れる。左手前角 三菱銀行（1922 年）、左奥角 第一銀行

（1924 年）、坂上奥左手 日本銀行（1912 年）、右手前角 北海
道拓殖銀行（1923 年）（カッコ内は竣工年）

日
本
銀
行
小
樽
支
店
の
建
築

（
注 

１
）
本
年
一
月
ま
で
金
融
資
料
館
で
開
催
し
て
い
た
特

別
展
「
銀
行
の
街
小
樽　

大
正
時
代
の
モ
ノ
の
値
段
と

小
樽
の
く
ら
し
」（
小
樽
市
総
合
博
物
館
と
共
催
）
で
展

示
。

日本銀行旧小樽支店金融資料館。日本銀行や旧小樽支店の歴
史を紹介する展示ゾーン
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旧
営
業
場
の
空
間
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
建
物
の
特
徴
、
棟
札
の
実
物
や
上
棟
式

の
様
子
な
ど
建
築
史
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

辰
野
金
吾
と
と
も
に
日
本
銀
行
小
樽
支
店
の

設
計
に
深
く
携
わ
っ
て
い
た
建
築
家
長
野
宇
平

治
は
、
同
じ
時
期
に
日
本
銀
行
小
樽
支
店
斜
め

前
の
北
海
道
銀
行
本
店
（
注
２
）
の
設
計
も
手
掛

け
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、
こ
の
辺
り
が
小

樽
の
銀
行
街
の
中
心
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

日
本
銀
行
小
樽
支
店
が
竣
工
し
て
お
よ
そ

一
〇
年
後
に
小
樽
経
済
は
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。

そ
の
頃
、
日
本
銀
行
小
樽
支
店
前
の
坂
を
下
っ

た
十
字
路
に
銀
行
街
が
造
ら
れ
て
い
く
様
子
が

先
ほ
ど
の
日
記
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
…
浜
町
か
ら
埋
立
地
に
出
て
、
富
岡
町
を
散

歩
し
た
。
僅
に
見
な
い
間
に
、
変
化
し
て
を
る

に
は
驚
い
た
。
三
菱
銀
行
、
第
一
銀
行
、
拓
殖

銀
行
の
建
築
も
、
着
々
進
行
し
て
を
る
。
…
」

（
一
九
二
二
年
九
月
一
日
）

　

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
三
つ
の
銀
行
の
建
物
は
、

そ
れ
ぞ
れ
用
途
は
変
わ
っ
て
い
ま
す
が
現
在
も

使
わ
れ
て
い
ま
す
（
い
ず
れ
も
小
樽
市
指
定
歴

史
的
建
造
物
）。
こ
の
ほ
か
旧
北
海
道
拓
殖
銀
行

の
並
び
に
あ
る
旧
三
井
銀
行
な
ど
も
含
め
、
往

時
の
銀
行
街
の
景
観
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

の
も
小
樽
観
光
の
魅
力
で
す
。
金
融
資
料
館
で

は
、
大
正
期
の
銀
行
街
の
建
物
を
復
元
し
た
ジ

オ
ラ
マ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
の
小
樽
に
は
、
往
時
を
し
の
ば
せ
る
運

河
の
周
辺
に
数
多
く
の
歴
史
的
建
造
物
が
立
ち

並
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
旧
銀
行
街
の

中
心
に
位
置
す
る
日
本
銀
行
旧
小
樽
支
店
金
融

資
料
館
は
、
小
樽
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
と

し
て
、
国
内
外
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
の
ほ
か
、

地
域
の
皆
様
に
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

金
融
資
料
館
で
旧
小
樽
支
店
の
歴
史
や
日
本

銀
行
の
歴
史
・
現
在
の
日
本
銀
行
の
役
割
を
学

ん
だ
後
、「
銀
行
の
街 

小
樽
」
の
散
策
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

【
入
館
料
】
無
料

【
開
館
時
間
・
休
館
日
等
】
金
融
資
料
館
Ｈ
Ｐ

（http://w
w

w
3.boj.or.jp/otaru-m

/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

銀
行
の
街 

小
樽

（
注
２
）
現
在
の
北
海
道
銀
行
と
は
無
関
係
。

銀行建築が進行する様子を記した小樽市民の日誌「稲垣日誌」
33 巻 1922 年（小樽市総合博物館蔵）

小樽運河

小樽文学館
小樽美術館

オーセントホテル小樽●
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